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１．研究内容

　低炭素社会を目指してCO2 排出量削減が叫ばれて
いるが、住宅・建築分野におけるCO2 排出量は増加
が続いており、建物の高断熱化など一層の省エネル
ギー化の推進が必要である。一方で、わが国、とくに
東北地方の住まいには、健康性、居住性の改善が求め
られており、省エネルギーと室内環境の質向上を同時
に解決するためのより合理的な建築技術の確立と普及
が必要となっている。そこで、本研究は、自立循環型
住宅の計画手法と成立要因を明らかにして、低炭素社
会における今後の住宅設計の基礎資料整備に資するこ
とを目的とする。

２．地域・産学連携の可能性

　自立循環型住宅には、当然、建物の高断熱高気密化
が求められるが、これまでの住宅熱性能の向上が、居
住者のエネルギー多消費型生活を招き、必ずしも住ま
い全体としての省エネルギーを達成できなかったこと
の反省を踏まえ、居住者が環境形成のために働きかけ
る能動性を重視し、居住者の工夫や対処が生かせるよ
うな仕様や建築的しつらえも重要な要件として求めら
れている。近年、以上のような考え方に基づく高性能
住宅が仙台市にも建設され、建物の省エネルギー化と
太陽光発電による創エネルギーによって年間のエネル
ギー収支がゼロとなる住宅を目指して、室内環境性能
とエネルギー性能に関する実証実験が行われている。
　自立循環型住宅の建築技術の確立のためには、この
ような実証データの蓄積が不可欠であり、本研究に興
味を持っていただける地域の企業、工務店および居住
者の方々の支援と協力を望んでいるところです。
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